






























野 呂 　 康
«Textes à clés» comme notion littéraire : pour une lecture du Tutu, un roman de la 













































4　Le nouveau petit Robert, op.cit., « clé ou clef ».
5　Mathilde Bombart, «Clés（Textes à）» in Paul Aron, Denis Saint-Jacques, Alain Viala dir., Dictionnaire du littéraire, 



































































































9　Pascal Pia, «Léon Genonceaux»（extrait de son article «Un des inventeurs de Maldoror» paru dans La Quinzaine 

































10　Institut national de transfusion sanguine
11　写真を掲載した書では、著者名として「ジャック・ルフレール」を用いている。
12　P.Pia, «Léon Genonceaux», in Tutu（2008）, p.214（以下Pia（2008）と略して引用する）.　ビネなる画家について詳細
は不明である。
13　Henri Béhar, «Note sur Genonceaux».　パリ第三大学の運営する以下のサイトを参照した（2012年4月26日参照）。但し
著者は、ルフレールの次の書を典拠としている（J.-J. Lefrère et Jean-Paul Goujon, Deux malchanceux de la littérature fin de 




fin de siècle à l'autre», Le Quinzaine littéraire, no.580, 1991.　以下ではLefrère（1991）と略して引用する）。
15　ユイスマンスの作品も含まれる（Huysmans, La Bièvre）。











































































































の交渉時にジュル・フェリ（Jules François Camille Ferry, 1832-1893）34内閣内で活動した人物の





のがアンリ・ダルジ・ド・ギエルヴィル（Henri d'Argis de Guillerville, 1864-没年不詳）37である。
27　Lefrère（1991）.
28　BNFのオンライン上のカタログでは1890年の出版となっている。René Émery, Amour à toutes les sauces, Paris, L.






















































































































































































































































57　事件の概要は以下の書に負う。Pierre Darmon, La Malle à Gouffé ̶ Le guet-apens de la Madeleine ̶ récit, Paris, 
Denoël, 1988.　以下の解説でも「グッフェ事件」に関する言及があるが、情報源はダルモンの書であろう。ルイ・シュヴァ
リエ（小倉孝誠・岑村傑訳）『三面記事の栄光と悲惨　近代フランスの犯罪文学・ジャーナリズム』、東京、白水社、2005, 
























































































64　証拠物件を売りに出したのは「国有財産行政庁」（Administration des domaines）である（Id., p.239）。
65　Tutu, p.135.
66　原文を直訳すれば、「犯行現場をより一層真実に近づけるために」（«afin de rendre plus véridique le lieu du crime»）と
なる。«véridique»とはラテン語のveridicus（vetus+dicere）から派生した語で、「真実を言う」、「真実に合致する」が原義
である。すなわち小説の記述からすれば、モーリによる演出のほうが、実在する「証拠物件」よりも「真実」を語ると読め
なくもない。
－ 178 －
野呂　康
が、十九世紀末の文脈でどのような意味を持つのか、筆者には判断がつかない。だが再現のため
の語りが、人類の意識、認識をめぐる一般論に横滑りしているのは確かである。「墓所」、それは
屍体が腐敗してゆく場である。モーリと母親の饗宴に供されるおぞましい料理の数々は、例外な
く人間の病と屍体に結びついている67。そんな死の充満した空間で、「薄暗い」「人間の意識」を
免れた二人は、「そこでの密会に酔い痴れ」る。再現が現実のパロディと化し、パロディが真理の
探求と世間の好奇心を嘲笑うかのように、意識の限界へと読者を誘う。二人が続く饗宴の最中に
『マルドロールの歌』を朗読するのは、単なるスノッブな衒学趣味からではない。これから二人が
赴くのは、「人間の意識」の届かない、変身と背徳をめぐるテクストの世界である。再現行為と操
作の最果てに、再現行為としての虚構に足を踏み入れる二人の饗宴は、何やら虚構と実在の関係
性をめぐる壮大なパロディにも思えてくるのである。
　グフェ事件、「証拠物件」……実在したオブジェを羅列したところで、決して出来事には到達で
きない。モデルと再現の操作が描き出すのは、事件の真相でも生の現実でもない。『チュチュ』の
エクリチュールを貫いているのは、モデルと再現の限界をめぐる、厳しくも透徹した認識なので
ある。
　モデルから出発して読者にできるのは、「変形」らしき
0 0 0
もの、すなわち書き手による「領有」（あ
るいは「我有化」）を経て描かれた形象を注視しつつ、諸形象間の関係性を探ることである。読み
手は小説を通して書き手の想像力を引き受けつつ、それをテクスト上で再構成する。そのとき、読
者による「領有」の歴史もまたはじまる。
　本稿では「モデル小説」執筆
0 0
の手法で書かれた可能性のある虚構を、「モデル小説」読解
0 0
の手法
で読み解くことの限界を指摘してきた。「モデル小説」の技法は虚構間の関係性を問う上では有効
に機能するが、それが作家探しや登場人物と実在の人物の特定といった問題意識の前では徒労に
終わる。登場人物、場所、事物等、設定された「モデル」を通して、読者が現実にたどり着くこ
とはない。「モデル」の実在が保証されていようが、テクストの虚構作用を前に記述を鵜呑みにし
てはならない。テクストは罠であり、どれほど自明に見えようが、その「単位」には用心しなく
てはならない。いわば諸「単位」の働きかけで促される読解の再構成にこそ、実在と虚構という
二元論を超えた領有の可能性が宿るのである。
67　「腐敗した脳みそ、それも医学学校死体解剖室で解剖を済ませた屍体の脳みそ」を「ほんの少しパンに塗りつけ、終い
には残らず平らげ」、「喘息患者の痰を瓶詰めにした極上の一瓶を添える。施療院産で、封印を施された年代物」である（Tutu, 
id.）。
